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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
10
月
12
日
、

国
際
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
の
イ
ン
ド
同
窓

会
を
、
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
開
催
し
た
。
当
日
は
、

在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使
館
か
ら
の
来
賓
等
を
含
め
、

75
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
同
窓
会
は
、
今
年
１
月
の

開
催
に
引
き
続
き
７
回
目
の
開
催
と
な
る
。

会
場
と
な
っ
た
イ
ン
ド
工
科
大
学
デ
リ
ー
校
（
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｄ
）
に
お
い
て
は
、
当
日
、
イ
ン
ド
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

（
日
本
学
術
振
興
会
）
同
窓
会
の
主
催
で
、
日
本
の

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
・
吉
野
彰
氏
の
講
演
を
含
む

国
際
科
学
技
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｓ

Ｔ
）
が
開
催
さ
れ
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
イ
ン
ド
同
窓
会
の
参
加

者
も
全
員
こ
れ
に
加
わ
っ
た
。

■
Ｓ
Ｓ
Ｐ
同
窓
会
概
要

冒
頭
の
来
賓
挨
拶
の
中
で
、
在
イ
ン
ド
日
本
国
大

使
館
・
山
﨑
公
使
は
、
先
頃
の
「
日
印
人
材
交
流
・

協
力
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
が
両
国
間
の
人
材
交
流

を
さ
ら
に
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
と
語
っ
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
推
進
す
る
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
言
及
し
、
将
来

的
に
同
窓
生
が
日
イ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
協
力
を
牽
引

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
語
っ
た
。

イ
ン
ド
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
同
窓
会
と
の
連
携
に
期
待

第
７
回
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
イ
ン
ド
同
窓
会

日
印
友
好
議
員
連
盟
会
長
の
西
村
康
稔
衆
議
院
議

員
は
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
「
若
者
同
士
の

交
流
が
両
国
関
係
強
化
の
基
盤
で
あ
り
、
よ
り
多
く

の
イ
ン
ド
人
学
生
を
日
本
へ
、
ま
た
日
本
人
学
生
も

イ
ン
ド
に
送
り
合
う
努
力
が
重
要
で
あ
る
」
と
語
り
、

同
窓
会
参
加
者
が
今
後
の
両
国
の
架
け
橋
に
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
し
た
。

集
合
写
真
撮
影
の
の
ち
、
幹
事
会
の
独
自
企
画
で

あ
る
「
ハ
ン
ド
シ
ェ
イ
ク
ハ
ン
ト
」
が
実
施
さ
れ
た
。

緊
張
も
あ
り
初
め
は
堅
い
雰
囲
気
だ
っ
た
が
、
徐
々

に
打
ち
解
け
最
後
は
、
終
了
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て

も
交
流
が
や
ま
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
か
ら
、
日
本
の
民
間
企
業
に
よ
る

Ｓ
Ｓ
Ｐ
の
同
窓
生
の
み
を
対
象
と
し
た
日
本
留
学
の

た
め
の
奨
学
金
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ

り
、
日
本
へ
の
留
学
を
検
討
し
て
い
る
参
加
者
か
ら

期
待
の
声
が
あ
が
っ
た
。

同
会
を
企
画
し
た
幹
事
か
ら
は
、
イ
ン
ド
同
窓
会

が
独
自
に
運
営
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

の
繋
が
り
を
強
化
し
、
自
身
の
経
験
、
進
路
、
研
究

等
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
よ
う
呼
び
か
け
が
あ

っ
た
。
同
会
で
は
継
続
し
て
同
会
に
参
加
し
て
い
る

者
、
直
近
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
新
規
に
メ
ン
バ

ー
に
な
っ
た
者
な
ど
新
旧
メ
ン
バ
ー
の
交
流
が
大
変

印
象
的
で
あ
っ
た
。
同
会
場
の
交
流
の
み
な
ら
ず
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
メ
ン
バ
ー
同
士
が
相
互
に
刺
激
し
合
い
、
知

見
の
共
有
、
新
た
な
視
点
の
獲
得
、
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
へ
生
か
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
'25
概
要

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
２
０
２
５
で
は
、
在
イ
ン
ド
日
本

国
大
使
や
前
在
日
イ
ン
ド
大
使
を
は
じ
め
と
す
る
来

賓
の
挨
拶
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
、
日
本
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
吉
野
彰
氏
が
登
壇
し
た
。
吉

野
氏
の
講
演
を
聞
い
た
同
窓
生
か
ら
は
、
「
私
は
理

系
学
生
な
の
で
、
吉
野
先
生
が
ど
の
よ
う
に
問
題
に

直
面
し
、
そ
れ
を
解
決
し
た
か
聞
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
共
感
し
ま
し
た
」
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

先
駆
者
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
吉
野
先
生

の
話
を
聞
く
こ
と
は
、
科
学
が
持
続
可
能
な
未
来
を

ど
の
よ
う
に
形
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
私

の
視
野
を
広
げ
る
、
一
生
に
一
度
の
経
験
で
し
た
」

「
彼
の
講
演
は
、
科
学
に
お
い
て
よ
り
大
き
く
考
え

る
よ
う
に
私
を
奮
起
さ
せ
ま
し
た
」
な
ど
、
絶
賛
の

声
が
あ
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
、
同
窓

生
が
将
来
の
日
印
の
友
好
関
係
、
共
同
研
究
の
促
進

な
ど
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
・
Ｓ
Ｓ
Ｐ
推
進
本

部
の
伊
藤
副
本
部
長
か
ら
、
日
印
間
に
お
け
る
新
た

な
若
手
招
へ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
Ｌ
Ｏ
Ｔ
Ｕ
Ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｓ
Ｐ

イ
ン
ド
同
窓
会
と
イ
ン
ド
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
同
窓
会
の
緊
密

な
連
携
に
対
す
る
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。

インド・デリーで開催された第７回SSPインド同窓会




